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研究概要 

ミネラルは、ヒトの健康維持のために重要な役割を担っていることが知られている。2020 年度に食事摂取基準の改

定が行われ、ミネラルの摂取状況がヒトの疾病予防に与える影響がますます重要視されている。一方、我が国にお

いては心疾患や脳血管疾患などに代表される生活習慣病だけでなく、脱毛症などの外見・見た目に影響する非致死

的な疾病症状に対する関心が高い傾向にある。特に男性型脱毛症（AGA）で悩むヒトは約 1,200 万人以上と言われ

ており、その原因として男性ホルモン、ストレス、食事などの生活習慣に依存することが報告されている。そこで

本研究では、非侵襲型の装置を用いて唾液中のα-アミラーゼをストレスの指標として測定し、脱毛・薄毛との関

連性を統計的手法により評価した。さらに、毛髪には血液中のミネラルが移行・蓄積するため、毛髪ミネラル量が

健康指標となる可能性に着目し、頭髪や生活習慣、骨密度に関するアンケート調査および回答者の毛髪中ミネラル

濃度の測定を行なった（回答者同意の元）。また、生活習慣病の発症予防につながる知見を得るため、大学生にお

ける健康状態および精神状態と、運動習慣や食事回数、睡眠時間を含めた生活習慣に関するアンケートを調査し

た。このアンケート調査と体力テストの結果を統計解析し、生活習慣と腹囲から予想される内臓脂肪の蓄積との関

連性について検討した。これらに加え、各種ミネラルが生体細胞に与える影響の基礎的検討や飲料水などにつなが

る水中の有害ミネラルの除去・浄化に関する検討なども行なった。 

 

研究成果 

生活習慣の改善に重要な因子や関連疾患の発症予防に寄与するミネラルの関連性などを評価することができた。具

体的には、ストレスと脱毛の関連性について、従来の脱毛要因とされているストレスは直接的な影響を及ぼさず、

種々の生活習慣が複合的に関与していることが示唆された。毛髪中ミネラル濃度と骨粗鬆症の発症リスクについて

は、毛髪中カルシウムやリンの濃度が骨密度低下との関連性が認められたことから毛髪検査による発症予防へ寄与

できる可能性を見出した。大学生の生活状況および生活習慣と腹囲への脂肪蓄積については、男女の学生共に身体

的健康、ポジティブ因子、朝食、睡眠時間、運動習慣および三大栄養素の摂取満足度において有意な関連性が認め

られた。男子学生特有の傾向として、睡眠導入時間、睡眠習慣、腹囲について、女子学生特有の傾向としてネガテ

ィブ因子、野菜や果物の摂取、間食において有意な関連性が認められた。さらに、運動習慣以外の項目では前期よ

りも後期で生活習慣が悪くなることが示唆された。また、これらおよび関連する研究についての論文発表及び学会

発表を多数行った。 
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